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夏休み中の出来事 
校長    小澤  秋仁 

  7月28日16時27分頃、熊本県を震源とするマグニチュード７．１、宇城市や氷川町では震度7を

記録する大地震が発生し、甚大な被害をもたらしました。私は、2016年4月に発生した熊本地震を思

い出しました。私はその年の夏休みに復興支援に参加し被害の大きさを目撃してきました。崩壊した木造

の建物が残る益城町。橋が落ち、道路が寸断し、山肌が崩れ土の色がむき出しになる阿蘇。道路が波打

つ熊本市街。今でも思い出すと目に涙が浮かびます。少しずつ復興し、10年が経ち、やっとここまでとい

うのに更なる悲劇。熊本の仲間が心配になり、お見舞いの連絡を取りました。「我が家は被害にあわなか

ったけれど、親戚の家がつぶれて。」仲間の無事は確認できましたが、彼に繋がる人々は被害を受けてい

ます。少しでもはやく復興を目指せばなりません。 

復興といえば、九州自動車道が地震の被害から「17日間」という驚異的な速さで全線再開を果たし

たと報道されました。1995年の兵庫県南部地震で落橋や、橋脚と橋桁（はしげた）そのものの被害も多

く、この経験を活かし、建設の規準を修正し、新たな技術が投入されました。それは、落橋防止装置や伸

縮継手が地震のエネルギーを吸収し修復を容易にするという技術です。この地震の激しい揺れで、橋桁

は大きくズレましたが、「落橋防止装置」が機能し、橋桁が落下しませんでした。橋桁がずれただけですの

でジャッキアップで修復可能。 「クレーンで橋脚に載せ直す」という膨大な時間を省くことができたため

驚異的な速さで全線開通に至ったのです。経験を次へと活かしていくのが日本の技術力です。 

スポーツ界では、女子バレーボールチームのフォレストリーヴズ熊本が地震の影響で天皇杯・皇后杯

九州ラウンドの出場を辞退することを表明しました。一方で、8月5日から開催された夏の高校野球甲

子園大会では、熊本代表の有明高校が復興の先陣をきるかのように溌剌としたプレーを表現しました。1

回戦を突破すると相手は、同じ九州の長崎日大。両校応援団によるエールの交換で長崎日大は、「フレフ

レ熊本！フレフレ熊本！」のコール。甲子園は大きな拍手に包まれました。私もこのシーンに心揺さぶられま

した。有明高校と有明高校を支える熊本にエールを送ったのです。３対２の僅差で有明が勝利すると、パ

ブリックビューイングにて応援する熊本の人々は、この勝利に「勇気をもらった」「がんばって復興する」長

崎日大のエールに「感動した」「一人じゃないんだと思った」とインタビューに答えていました。 

8月20日から開催された、全日本中学校バレーボール選手権大会は広島県で行われました。九州

代表が出そろうかどうか心配されましたが、九州の役員の皆様の尽力により大会に滞りはありませんで

した。この大会では、各地代表の選手の活躍により、たくさんのうれし涙や悔し涙、そして感動の涙を見る

ことができました。会場となる広島グリーンアリーナは原爆ドームに近い場所に位置します。周りは公園が

整備され、川沿いや歩道には縁取るように木々が配されています。付近の通りには送電線が無く大変美

しい光景。タクシーの運転手さんに尋ねると「時間をかけて地下に埋めていった。ゴミも拾うよ。美しい広

島をつくろうとね。」と教えてくださいました。人々の努力の賜物です。それでも、広島の地下にはたくさんの

涙が眠っていることを忘れてはなりません。その涙の上に美しい光景と美しい涙が存在するのです。 

どんなに技術が進歩しても傷ついた心はジャッキアップのようには簡単に回復しません。しかし、悲しい

涙が流れたとしても、声を掛けあい励ましあうことが、やがて美しい景色を創出する動力になります。 

今学期も、声を掛け合い「みんなで幸せになる」がテーマの清瀬中です。そして日本中も！！
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 夏休み 清瀬小学校  
                          マル付けボランティア 
夏休みに入ると、清瀬小学校でマル付けボラ

ンティア活動を行いました。1年生と2年生を募

集。積極的に小学生へ声掛けしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書委員による図書館開放 
夏休みに入ってから７月末まで、図書委員で 

当番を決め、図書館開放を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

『地域連携』 
ひまわりが咲きました！ 

生徒会がボランティアを募り、生徒と学校支

援本部を中心に地域の皆様と植えたひまわ

り。8月中旬に咲きました。 

 

 

 

 

 

 

地域に向けて！箏曲部コンサート！ 
地域の方々に向けて 、箏曲部がサマーコン 

サートを開催し

ました。地域の

方々に協力し

ていただき、パ

ンフレットの配

布や、店頭に置くなどしていただきました。 

CS・学校支援本部による 
          「火の花祭りボランティア」 
  地域のお祭り「火の花祭り」 

CS・学校支援本部がボランティアを募り、「火

の花まつり」を支えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン始業式 
  体育館改修工事に伴い、オンライン始業式

を実施しました。二学期より導入された電子黒

板が大活躍！！ 

 

 

 

 

 

 

 

道徳地区公開講座開催 
９月４日に道徳地区公開講座を開催しまし

た。4時間目に各クラスで道徳授業を実施。 

午後は、男子バレーボールの元U１５日本代

表監督 日笠 智之さんを講師にお願いし、「全

力で生きる」と題して、講演会を開催。 

笑いあり、涙あり。熱い思いが伝わってきまし

た。協議会に参加してくださった学校支援本部、 

保護者の皆さま、ありがとうございました。 

また清瀬小学校の皆さま、体育館ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 


